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丸山館長退任、新館長に佐藤時幸先生 

 約２０年余りにわたって鉱業博物館のためにご尽力された丸山孝彦先生が 

３月３１日付で博物館長の職を退任されました。長い間本当におつかれさま 

でした。 

 新館長には４月１日付で佐藤時幸先生が就任されました。どうぞ宜しく 

お願いいたします。 

 

平成１８年度入館者数は 7,648 人 

 昨年度は 7,648 人（内訳：大人 6,652 人・小人 996 人）の方々が来館してくださいました。今年度もより多

くの方々に博物館の良さを知ってもらうため職員一同頑張っていきたいと思います。併せて、皆様のご協力も

お願いいたします。 

 
商品が入荷し、より一層

充実したラインナップと

なりました。是非一度お

立ち寄りください！ 

料金改正、高校生以下は無料に！ 

 今年度から高校生以下は無料になりました。一般・大学生 

は 250 円（団体料金は 30 名以上＠190 円）です。秋大生・ 

ＯＢ・教職員はもちろん無料です。この機会に、お子様と、 

弟さん・妹さんと、友人の皆様と是非お越しください。 

 

～アンケートより～ 

☆院内銀山坑内作業図を見たくて来ました。描いた 

大貫 忠誨 の子孫の者です。これからも大切に展示

よろしくおねがいします。（男性） 

 

☆豊富な資料をもっと多くの人々に見てもらえるよ

うに、秋田の名所として全国に売り出されればよいと

考えます。展示方法も素人が見てもっと興味を持てる

ような工夫があればいいかなと思います。（広島県安

芸市 ５８歳 男性） 

 

 

☆来館者の名簿を見ると県外の人が目立っており、地

元の人が少ないのはさびしい。これだけの内容が充実

した博物館は珍しいので地元の人にもっとアピール

してほしい。（静岡県富士市 男性） 

 

☆鉱物の生成の仕方等、初心者にわかりやすい説明が

ほしかったです。 

 

☆全体的には興味深く拝見しましたが、途中で疲れて

少しとばしたのでまたお邪魔します。（秋田市 女性） 

 

★ほか９名、計１４名の方々がアンケート答えてくだ

さいました。もっと鉱業博物館の良さを多くの人に伝

えるべきだという意見が多いように感じました。
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～ボランティア会員へのお知らせ～ 

（事務局 長谷川） 

 

☆歓送迎会の開催 

 丸山館長が３月末をもって退任されました。博物館事業に真剣に取り組まれていた姿に日頃から敬服してい

ましたが、本当に長い間ご苦労様でしたと申し上げたいと思います。新館長に佐藤時幸先生が就任されました。

このことについての歓送迎会が案内はがきのとおり開催されますので参加して下さい。 

 

☆３月の例会：３月２２日（木）開催 

例会後の勉強会は佐藤時幸先生の講話「深海から探る地球の歴史・・・風を吹かせて油田を作る」でした。

石油の元とされるプランクトンの大量発生のメカニズムを例を挙げて分かりやすく解説されました。後半の続

きの話は機会をみてお願いすることにしています。 

 

☆４月の事務局会議、例会の日程 

事務局会議：４月１９日（木）１０時から開催します。 

例   会：４月２６日（木）１５時から開催します。 

歓送迎会の関係で時間変更しました。ご注意下さい。 

なお、例会後の勉強会は西谷忠師先生の｢地磁気の話｣を予定しています。 

 

☆４月の土曜勉強会：２８日（土）１０時から開催します。 

勉強のテーマの一つは大理石です。 

 

☆５月の事務局会議、例会の日程 

事務局会議：５月１７日（木）１０時から開催。 

例会・総会：５月２３日（水）１３時半から開催。 

総会後に谷口敏幸先生の講話を予定しています。 

 

☆科学週間に因む無料開放日：４月２１日（土）～２２日（日） 

会員の自主的な案内をお願いいたします。 

 

 

ミニミニマインズ（博物館だより）は今月号から森山が担当いたします。皆さんに博物館の魅

力を伝えられるよう頑張りますのでどうぞよろしくお願いします。 

尚、ミニミニマインズ（博物館だより）は、ホームページ（http://kuroko.mus.akita-u.ac.jp）

でも掲載されております。どうぞ、ご覧ください。 

http://kuroko.mus.akita-u.ac.jp/

